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1．はじめに 

島根県中部には大江高山火山岩類1)とよばれる第四紀火山岩類が広く分布しており，い

くつかの急峻な独立峰を形成している．山腹斜面は急傾斜なため，重力に起因した斜面運

動発生の跡が多数認められる．また，当火山

岩類の下位には，基盤の新第三系との間に，

湖成～海成の軟質シルト層を主体とする更新

世都野津層群が分布しているため，両者の力

学的・水理的コントラストに起因した地すべ

り等の跡も認められる．そこで，ここでは，

大江高山の北西方の火山岩類分布域(図-1)に
おいて，特徴的な斜面運動の実態を把握する

とともに，斜面運動のタイプと斜面構造との 
関係を検討した． 
 

2．馬路高山～堂床山の地形・地質概要 

 図-2 には対象地域の地形概要を

示す．日本海の海岸には海食崖が

連なり，その背後には標高 40～
50m の定高性をもった丘陵が

NE-SW 方向に延びている．標高

200m 以下は比較的緩傾斜である

が，250m 以上になると急峻とな

り，いくつかの独立峰が形成され

ている．主要な山体は馬路高山

(499m），城上山(411m)を北限とし，

ほぼ南北に延びている．また，こ

れらから離れて，南西方には堂床

山(338m)などの独立峰があり，こ

れらは小規模かつ急峻で，大江高

山火山岩類よりなる火山性ドーム

と考えられている 2)．  

図-1 研究地域の位置図 

図-2 研究地域の地形概要 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

図-3 研究地域の地質図 

(a) 

(b) 

図-4 研究地域の地質断面図 (a)堂床山 (b)机原地区 



山麓は概して緩傾斜であり，とくに馬路高山から日本海の海岸までの間は標高異なる緩

傾斜～平坦面が多数認められ，その結果，日本海側からみた場合，馬路高山等の山体と山

麓緩斜面との組合せは帽子のような形状となって現れている． 
一連の山体は標高 400～500m であるが，稜線部にはいくつかの緩傾斜部が認められる．

堂床山の標高 150m 付近，馬路高山の南側 200m 付近などである．山塊の一部はこれらの

緩傾斜面から突出するような形状をなしている．  
平坦面の一部は当地域の内外で連続性があり，対比が可能である．とくに標高 80～120m

の面は形態と分布から，広域的な浸食基準面に対応して形成されたと推定される．また，

この分布標高は当地域の南端から北側に向かって低下していることから，第四紀を通じて

全般的に隆起し，かつ緩く北側に傾動した可能性がある．これは都野津層が高標高部に分

布していることとも調和的であり，大江高山火山岩類の形成にかかわっている可能性があ

る． 
対象地域の地質概要と代表的な場所の地質断面図を図-3, 4 に示す．馬路高山および堂床山

は主に大江高山火山噴出物 3)のデイサイト溶岩より構成されている．この下位には鮮新世～更新世

の軟質な砂・シルトからなる都野津層が分布し，これらは中新世久利層を基盤としている 4)．馬路

高山南方では大江高山火山岩類にはデイサイト溶岩だけでなく，火砕流堆積物も含まれている． 
いくつかの地域で作成した柱状図と層序対比を図-5 に示す．堂床山では下位から久利層，都

野津層，デイサイト溶岩，土石流の層序となるが，机原地区ではデイサイト溶岩の一部に火砕流堆

積物などを挟む．また，堂床山に比べ，机原
つくえばら

地区および馬路高山付近ではデイサイト溶岩の層厚も

大きくなる． 
 都野津層は軟質なシルト～砂を主体とし，凝灰岩を挟むが，南東部では砂礫層が多い．

大江高山火山岩類の周辺には様々な礫層が分布し，これと都野津層との層序的関係がこれ

まで議論されてきた．上記火山岩類由来のデイサイト礫を多数含んでおり，少なくとも大

江高山火山岩類の一部が流下した以降のものと推定され，島の星層 5)ともよばれている．

図-3 の地質図を見る限り，大江高山火山岩類の一部が形成されて以降に多数の土石流堆積

物が形成されたと推定され，それらの保存されている箇所で山麓に緩斜面を構成している． 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 図-5 研究地域の柱状図と層序



3．斜面の構造と斜面運動 

  大江高山火山岩類のデイサイト溶岩中には流理構造が比較的明瞭であり，それに平行ま

たは直交する節理面が明瞭である．流理構造は全体として現在の南北に延びた山体を取り

まくように分布し，図-6 のような形状をなしている．節理面には，流理構造に沿ったもの

とそれに直交する方向がある．比較的緩傾斜の節理面は山体の外側に向かって，また急傾

斜のものはどちらかというと内側に向かって傾斜している．したがって，節理面に沿った

ブロックの移動形態としてはトップリングが主体である(図-7）．ただし，堂床山では単な

るトップリングではなく，岩屑なだれのような形態を示している 6)(図-8)．したがって，箇々

の岩盤斜面でも回転移動しているものが多数認められ，こうした回転移動は断片的に測定

した古地磁気方位からも読み取れる（図-9）． 
 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

図-6 溶岩部分の流理構造とその走向線図 

図-7 流理面に直交した急傾斜節理面とそれ 

 に沿ったトップリング(矢筈城跡) 

図-8 岩屑なだれの堆積物(堂床山) 



たとえば，図-9 にて，急崖部 P1 を基準とすると，急崖部の P2 は NW 方向へ 32°回転

移動していることが読み取れる．また，巨礫に関しては P3 では NE 方向へ 36°，P4 では

NE 方向へ 40°移動もしくは回転したことが推定される．一方，火山礫凝灰岩などの火砕

流堆積物部分では節理は少なく，不規則な転石を多数発生させている． 
なお，都野津層と大江高山火山岩類との明瞭な境界はほとんど確認できていない．ただ

し，都野津層の走向傾斜が乱れていることから，境界面で地すべり移動を生じている可能

性がある．周辺の段丘面からみれば，相対的な隆起が読み取れることから，離水過程でこ

うした地すべり発生しやすくなったものと推定される． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．土石流による緩斜面の形成 

大江高山火山岩類分布域の山麓が緩斜面をなし，多数の砂礫層が都野津層のシルト～砂

を覆って分布している．これらの堆積物は馬路高山から北方に向かって分布していること，

先端部には径 1m 以上の淘汰の悪い角礫を含むこと，緩斜面を形成していることから，大

江高山溶岩による溶岩ドーム形成以降に，土石流堆積物として形成されたものと推定され

る．ドーム形成以降に地すべり移動を含めた山体の崩落が頻繁に発生し，それによる土砂

供給がこの発生に関与してきたと推定される．  

図-9 溶岩の急崖部と巨礫における古地磁気分布(上半球投影) 



5．まとめ 

(1)これまで不明確であった大江高山火山岩類とその上下の地層との層序的関係が明確にな

った．基本的には凝灰質シルトを主体とする都野津層上を大江高山火山岩類が覆ってい

るが，後者はデイサイト質溶岩と火砕流堆積物が交互になったものであり，火砕流堆積

物の直下では一部淘汰の悪い河川成砂礫層を確認した． 
(2)溶岩部分では山体から外側に傾斜した流理構造が存在し，節理面にはこれに平行および

直交したものがある．斜面運動はこれに大きく支配されており，トップリングが頻繁に

発生している．大半は単体のトップリングであるが，一部ではさらに大きな単位で岩屑

なだれとして移動している． 
(3)都野津層の分布標高と段丘面の分布から，当地域は第四紀を通じて隆起＋北側への緩い

傾動運動が推定された． 
(4)大江高山火山岩類は基本的に都野津層の上に流出したであろうから，直後から両者の力

学的・水理学的コントラストに起因した不安定化を生じ，地すべり，移動岩体の岩盤緩

み，崩落が発生したと推定される． 
(5)馬路高山北方等では当火山岩類を覆って多数の土石流堆積物が見られるが，山体の隆起，

急斜面で崩壊土砂の供給もその形成にかかわっていると推定される． 
(6)全般的な隆起の結果，浸食基準面の相対的低下が裾部での地すべり発生などをもたらす

ようになったと推定される．こうした地史的流れからみると，当地域では今後も場所ご

とにそれぞれの地形・地質条件に対応して多様な斜面運動の発生が予想される． 
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